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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本研究は、レーザー粉末床溶融（L-PBF）材および鉄系焼結材を対象として、相対的高強度相に

よる 3 次元ネットワーク組織形成の手法を考案し、さらに科学的知見および手法に基づきネットワ

ーク組織による材料の靱性向上機構を明らかにしている。得られた成果は、粉末を出発原料とする

焼結材料および積層造形材料等の高靱性化に向けた組織設計指針の構築に顕著に貢献するものであ

り、材料工学分野において寄与するところが大きい。よって、本論文は博士(工学)の学位論文に値

すると認める。 

 


